
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

美旗市民センターだより１１月号                                                 2020（Ｒ2）年 1１月７日発行  

本年度はコロナウィルス感染拡大防止のため美旗市民大学講座を「美旗市民センターだより」の紙面にて、

テーマを「美旗まち歩き」として展開しています。＊今までの資料は当センターにあります。 

第６回 美旗市民大学紙上講座 
     ～西原町物語～ 

来月号は、第７回「どんどで疫病退散 美旗中村」です。 

伊賀線西原駅の変遷 
1922 年（大正 11 年）伊賀線 上野町―名張駅間 

開業に伴い「西原駅」開設 

1945 年（昭和 20 年）伊賀神戸駅―西名張駅間休止   

1948 年（昭和 23 年）新田駅―西原駅再開 

1964 年（昭和 39 年）伊賀神戸駅―西名張駅間廃止 

場所は現在の北中の近くに「西原駅」がありました。 

旧伊賀線 

新田 
西原駅 

蔵持 

八丁駅 
西名張 

延命地蔵と道標 上の部分の延命地蔵は、このす

ぐ横に木版があり、上記のように記されています。

この意味ははっきりとはわかりませんが、長寿を祈

る㊟１延命地蔵だということがわかります。近所の

人が毎日水を替えお守りされています。 

 台座には「天下大平道中安全」や「右いせ道 左

うゑ乃道」の文字があります。 この台座は蔵持から

西原までの初瀬街道と旧上野街道の追分（道が分か

れる場所）現在の桔梗西の旧桔梗が丘中学校第二グ

ラウンド付近から移されたものです。 

 

㊟１延命地蔵とは、新しく生まれた子を守り 

その寿命を延ばすというお地蔵さんです。 

西原町 新田開発の際に新田村の第六小場
こ ば

であったが、大正 3 年に新田村から独立して「西原」と

称しました。美濃原の西端にあたるのでこの地名になったとの記述もあります。その後、昭和 29 年

7 月名張市制施行時に、当時としては珍しい「西原町」に改称されました。また西原町の鏡屋と呼ば

れる場所は、新田を真似て作られたため、鏡で写したような場所という意味でそう呼ばれています。 

初瀬街道 桔梗西の追分

から、西原の交差点付近に

抜ける山道が初瀬街道で

す。（古い地図には「ひが

しだの道」と記されていま

す）このひがしだの道は短

い距離ですが、古い道の雰

囲気が残っています。旧上

野街道と初瀬街道の追分

は、現在の桔梗西の「こど

も支援センター かがや

き」付近ですが、高台で大

変見晴らし良く、藤堂藩主

も素晴らしい眺めであると

おっしゃったとか。  

西原の３６８号線に出る
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八幡神社  西原町の鏡屋の鎮

守の杜に、静かにお守りされて

いる神社です。３月１５日と８

月１５日の名月の日にお籠りを

されていました。 

また、20 年ごとの造営も行

い、鏡屋の守り神として、現在

でもお祀りされています。 

供養碑（安政２年）1773年 

初瀬街道から西原の３６８号線に出

ると、㊟２大峰山から譲り受けたと

いう石碑があります。 

 藤堂藩の命を受けて、新田開発に

尽力された加納直盛・直堅親子の供

養のため、西原の家臣の人が大峰山

にお参りをして持ち帰ったという供

養碑で、社の中の石碑には㊟２役行

者が描かれていて、家臣の子孫のか

たが現在もお祀りされています。 

㊟２大峰山
おおみねさん

 役行者が開山した奈良 

県の山で、修験者が修行をした。 

㊟３役
えんの

行者
ぎょうじゃ

 修験道の開祖 

 

西原駅 
（伊賀線） 
大正１１年～休止・

再開を経て昭和３９

年まで伊賀線の西原

駅がありました。 

   の辺りの場所 

   です。 

 

不鮮明なため字をかぶせています 
役行者の像 

当時の伊賀線 


